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ラグビー選手の試合前のコンディション

に関する研究

秦修司

緒言

ほとんどすべてのスポーツにおいて，選手の

試合前のコンディションが試合中のパフォーマ

ンスに何らかの影響を及ぼすと考えられるが，

次の理由により，選手の試合前のコンディショ

ンについての研究が必要となる。

１これら心理的コンディションや試合前の状

態には，覚醒，場依存，不安などのような内

的手がかりが含まれる。試合前の状態を最適

にすることにより，よりよい効果がもたらさ
れる。

２選手が最適のパフォーマンスを行うために

は，あらゆるコンディションに対処し，最大

に生かすようにしなければならない｡これは，

長い学習期間を要する過程である。リラク

セーション，自律訓練法，脱感作のような心

理学的なテクニックを試合前の状態を高める

ために，用いることができる。

３競技パフォーマンスは，現在では，主観的，

客観的に測定されるが，その結果は一貫して

いない。将来のために，より一貫性のある，

より信頼性ある測定法を求めなければならな

い。

４競技パフォーマンスを評価するためには，

生理学的，心理学的測定がなされるべきであ

る。生理学的過程は，テレメーターの方法に

よって継続的にモーターすることができる。

従って，より正確で，妥当性ある解釈が可能

となる。心理学的な測定は，ある特定の時間

のワン･ポイントだけにしかなされないので，

あまり正確でなく，又，解釈が多様である。

生理学的なデータと心理学的なデータを結び

つけるよりよい方法が必要である。

５選手が不利な状況を克服するには，個人差

があると考えられる。これらの差異は,スポー

ツ，年齢,選手の技術の水準にかかっている。

熟練した選手は，試合前，試合中，試合後の

環境により適切に，より迅速に適合する。熟練

した選手は，ストレスが増大するにつれて，ス

トレスに対する抵抗力を高める。試合のための

心理的準備には，不充分又は過度の賦活(acti‐

vation)を調整する選手の能力が含まれなけれ

ばならない。すべてのコーチや選手は，これが

極めて困難であることを知っている。

１９７２年，Fresterは，ＢＳＴ(Belastungs

-Symptom-Test)を作成し，選手の試合前のコ

ンディションを試合中のパフォーマンスにつ

いて自己分析，評価を試みている。本研究は，

Fresterの開発したＢＳＴをモデルとしてテス

トを作成し，ラグビー選手が，試合前どのよう

な心理的，身体的コンディションにあるとき，

パフォーマンスが賦活(activate)するか,又は，

抑制される（inhibit)かについて考察するもの
である。

ＢＳＴ(Belastungs-Symptom-Test）

ＢＳＴは，１９７２年,Fresterによって開発され

たが,Ｂ､ＳＴは,試合前のコンディションについ

ての選手の自己分析と解釈される。ＢＳ.Ｔは，
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選手の状況不安の水準を決定するために用いら

れ，選手によって，自己のパフォーマンスが賦

活するか抑制されると考えられる選手のパフォ

ーマンスの心理的コンディションにいくらかの

指摘を与えるものである。選手は，３つの異っ

たレベルのストレスを経験する。つまり，予期

（anticipatory)の段階,直面(confrontation)の

段階，そしてリラクセーションの段階である。

これら３つの段階での選手の経験が一貫しない

ために，選手を何度も検査する必要がある。次

の要因が,選手の自己分析に影響する。つまり，

１）選手の試合についての意義（例えば，選手

権)，２)予期しない，そして異例のコンディシ

ョンの多様性，３）心理的，生理的構造（例え

ば，身体構造，コンディション，トレーニング，

心理状態）

ＢＳＴは，２１の質問項目から成る。これらの

21の項目は，試合前，試合中において生起しう

る特別の状況が含まれ，それらは，約100種の

異った状況の中から分析，検討された結果であ

る。選手はこれら２１の質問項目に対して，自己

の試合中のプレイについて９段階の尺度で自己

分析するものである。

Ｂ・ＳＴにおける２１項目から成る特別の状況

は次のとおりである。

１Mistakesandfailuresatthebeginning

stageofcompetition

２Timeschedulechanges、

３Excessiveanxiety、

４１nsomniaorunrestfulsleep

５Beingtheexpectedfavorite

６Excessiveperformancedemandsbythe

coach,ｅｔｃ

７Priordefeats、

８Physicalweakness、

９Difficultiesandmisunderstandingswith

thecoach,sportsassociates,orfamily

lOUnexpectedsuperiorperformancesprior

tocompetition

llＰoortrainingandpoorperformances

priortocompetition

l2Unknownopponent

l3Reproachesduringthecompetitionby

coach,etc

l40pponentsuperiority、

１５Unfairreferee

l6Badsportfacilities

l7Pressuretomeetstandardssetby

coachesandsociety・

l8Disturbingstimulisuchasvisua1,tactile，

orauditoryinfluences

l9Previous1osstothepresentopponenL

20Longtｒａｖｅｌｔｉｍｅｔｏｔｈｅｐｌａｃｅｏｆｃｏｍｐｅｔｉ

ｔｉon

21Spectators(socialfacilitation)．

ＢＳＴ・における応答尺度は次のとおりであ

る。応答は，１から９にかけ，その後のプレイ

においてパフォーマンスが最大に賦活されたこ

とを示す応答例から順に，パフォーマンスが最

大に抑制されたことを示す応答例へと移行す

る。

１Thismotivatesmetoexcellentperfor‐

ｍａｎｃｅ

２Myperformancestendtobebetter

ratherthanworse、

３１reactonmyexperienceswithan

increasingperformance、

４１goforwardtogoodperformanceonlyif

thissituationoccures、

５Thisdoesnotaffectmeatall(rotappli‐

cable)．

６１attributefailureincompetitiontothe

influenceofthisparticipation、

７Myperformancesaredisturbedbythese

circumstancesonlyinconsequently、

８１alwayscarryouttheworstperfor‐

ｍａｎｃｅｓ、

９Ｔｈｉｓｐｌａｃｅｓｄｅｍａｎｄｓｏｎｍｅｔｈａｔｌｍｕｓｔ

overcometoachievemydesiredgoaL
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た。それらは，（a)現状況内での心理的一貫性，

(b)社会的，個人的安定性，（c)成功，失敗の状況

不安と場独立である｡Ｂ・ＳＴについての妥当性，

信頼性は，それぞれｒ＝0.56,ｒ＝0.88であった。

Fresterは，ＢＳＴを作成し，180名の運動選

手を対象に,質問紙法により検査を実施したが，

その結果は表１に示したとおりである。１８０名

の運動選手についての因子分析により，表１で

(a)，（b)，（c)で示されている３つの因子を見出し

表１Fresterによる標本

Factorｓ(a/b/c）

211ｔｅｍｅｓ

ＭＳＤ

(c）LMistakesandfailuresatthebeginningstageofcompetition ４．７５２．３４

５．０９(a）２.Timeschedulechanges．、３９

(c）３.Excessiveanxiety， ６．００１．９９

(c）４.Insomniaorunrestfulsleep ５．５５１．７２

(b）５.Beingtheexpectedfavorite， ４．４９２．３６

(b）６.Excessiveperformancedemandsbythecoach,etc、 ４．７０１．９７

(c）７.Priordefeats、 ４３５２．００

(c）８.Physicalweakness， ６．３１２．００

(b）９.Difficultiesandmisunderstandingswiththecoach,sportsassociates,ｏｒfamily．５．５６１．７２
(a）１０.Unexpectedsuperiorperformancespriortocompetition ４２８１．９３

(c）１LPoortrainingandpoorperformancespriortocompetition、 ５．６９２．４１

(b）１２.Unknownopponent．４．５６１．６５

(b）１３.Reproachesduringthecompetitionbycoach,etc、 ５．０８１．３３

(a）１４.Opponentsuperiority、 ３．９７２．３１

(b）１５.Unfairreferee ５．２７１．７５

(a）１６.Badsportfacilities、 ５．６０１．４１

(b）１７.Pressuretomeetstandardssetbycoachesandsociety、 ４．４５１９０

(a）１８.Disturbingstimulisuchasvisual,tactile,orauditoryinfluences、 ６．００１．３５

(c）１９.Previouslosstothepresentopponent．４．１７２．１１

(a）２０.ＬｏｎｇｔｒａｖｅｌｔｉｍｅｔｏｔｈｅｐｌａｃｅＯｆcompetition ５．３１１．６２

(b）２LSpectators(socialfacilitation）４．３１４．６６

方法２私は，几プレイよりはよいプレイをする傾

ＢＳＴをもとに質問紙を作成し,昭和５９年６向があります。

月２３日，２４日，金沢市営球技場にて開催された３私のプレイは,段々とよくなっていきます。

第６回北信越高等学校ラグビーフットボール競４この状況が起きなければ，私のプレイはよ

技大会に参加したラグビー選手，168名を対象い方向に向かいません。

に，選手の試合前のコンディションについて，５この状況は，私のその後のプレイにまった

テストを実施した。〈影響しません。

ＢＳＴの９段階の応答尺度をもとに，回答例６この特別な状況の影響により，試合中，失
を作成し，ｌから９の回答例のうち，どれか１敗することがあります。

つ該当するものを選択する。７私のプレイは，なんとなく混乱してしまい

１この状況は，私にすばらしいプレイを引きます゜

おこします。８私はいつも最悪のプレイをします。
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(c）３．過度の不安５９８１．３０

(c）４．睡眠不足５．７３１．３２

(b）５．人気３．９０１．８５

(b）６．コーチ等の過度の期待４．４４１．９６

(c）７．前回の敗北４．５４２．０５

(c）８．身体的不利５．７４１．８４

(b）９．コーチ等とのトラブル５．８９１．１８

(a）１０．試合前の予期せぬ好調２．５７１．６４

(c）１１．試合前の練習不足や不調５．８３１．３７

(b）１２．未知の対戦相手５．１５１．３１

(b）１３．試合中のコーチ等による叱責５．１２１．６０

(a）１４．相手の明らかな優勢４．９８２．０２

(b）１５．不公正なレフリー５．７２１．６０

(a）１６．試合会場，施設の不備５．２８０．９８

(b）１７．コーチ等が要求するプレイをす４．９５１．６８
ることに対してのプレッシャー

(a）１８．視覚，聴覚の混乱５．１６０．８２

(c）１９．－度敗北したことのある相手と４．２７２．０１
の対戦

(a）２０．試合会場への長い旅程５．３６１．１４

(b）２１．観衆の声援３８４１．７０

表で示されているａ，ｂ，ｃは,Fresterの１８０

名の運動選手についての因子分析により見出し

た３つの因子，つまり，（a)現状況内での心理的

一貫性，（b)社会的，個人的安定性，（c)成功，失

敗の状況不安と場独立である。

回答５（影響なし）の数が多かった。項目

1８（視覚，聴覚の混乱）は，選手の８４％に影響

がなかった。項目２（予定の変更)，項目１６(試

合会場,施設の不備),項目に(未知の対戦相手)，

項目２０（試合会場への長い旅程）については，

それぞれ，７９％，７８％，６４％，６１％の選手によっ

て影響なしと回答された。このことから，一般

に，試合前の視覚，聴覚の混乱，予定の変更，

試合会場，施設の不備，未知の対戦相手，試合

会場への長い旅程という状況は丁高校のラグ

ビー選手には，試合中のパフォーマンスにほと

んど影響しないと考えられる。

応答段階１から４で評定された項目をパ

フォーマンスを賦活する因子，そして応答段階

６から９で評定された項目をパフォーマンスが

抑制される因子として解釈すると，項目３（過

度の不安）については，選手の６３％が抑制され

９この状況は，私がめざしている目標を達成

するためには，どうしても克服しなければな

らない程重要な問題です。

質問項目は，２１項目から成るが，それらには

ラグビーの試合直前から試合中にかけてラグ

ビー選手に対して生起しうる種々の状況が想定

してあり，ＢＳ.Ｔの各質問項目が含む状況の意

味に反さないよう作成されている。各質問項目

が含む特別な状況は次のとおりである。

１試合初期の間違いや失敗

２予定の変更

３過度の不安

４睡眠不足

５人気

６コーチ等の過度の期待

７前回の敗北

８身体的不利

９コーチ等とのトラブル

１０試合前の予期せぬ好調

１１試合前の練習不足や不調

１２未知の対戦相手

１３試合中のコーチ等による叱責

１４相手の明らかな優勢

１５不公正なレフリー

１６試合会場，施設の不備

１７コーチ等が要求するプレイをすることに対

してのプレッシャー

１８視覚，聴覚の混乱

１９－度敗北したことのある相手との対戦

２０試合会場への長い旅程

２１観衆の声援

結果と考察

表２は，平均，標準偏差を示したものである。

表２平均，標準偏差

因子（ａ/ｂ/ｃ）

２１項目

に）1．試合初期の間違いや失敗

(a）２．予定の変更

ＳＤ

１．５５

０．８１

Ｍ

5．３７

５．２９
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るとみなし，７％だけしか賦活するとみなさな

かった。項目１１（試合前の練習不足や不調）に

ついては，選手の５８％が抑制されるとみなし，

９％だけしか賦活するとみなさなかった。項目

４（睡眠不足）については，選手の５３％が抑制

されるとみなし，９％だけしか賦活するとみな

さなかった。項目９（コーチ等とのトラブル）

については，選手の５０％が抑制されるとみな

し，４％だけしか賦活するとみなさなかった。

項目１０(試合前の予期せぬ好調)については，

選手の８２％が試合中のパフォーマンスが賦活

するとみなしたが，４％だけしか抑制されると

みなさなかった。項目５（人気）については，

選手の４６％が賦活するとみなし，３８％が影響な

し，１６％が抑制されるとみなした。項目２１(観

衆の声援）については，選手の４３％が賦活する

とみなし，５０％が影響なし，７％だけが抑制さ

れるとみなした。

このことから，項目３（過度の不安)，項目

１１(試合前の練習不足や不調)，項目４（睡眠不

足)，項目９（コーチ等とのトラブル)は，試合

中のパフォーマンスを最大に抑制する効果を持

つ因子と考えられ，項目１０(試合前の予期せぬ

好調)，項目５（人気)，項目２１（観衆の声援）

は，試合中のパフォーマンスを最大に賦活，動

機づけする効果を持つ因子と考えられる（表
３)。

表３抑制と賦活に影響する因子

抑制の効果を持つ因子

項目３（過度の不安）

項目１１（試合前の練習不足や不調）

項目４（睡眠不足）

項目９（コーチ等とのトラブル）

賦活，動機づけの効果を持つ因子

項目１０（試合前の予期せぬ好調）

項目５（人気）

項目２１（観衆の声援）

表４は，本研究の標本(Ｎ＝168,ラグビー選

手）とFresterによる標本(Ｎ＝180,運動選手）

を比較したものである。

表４本研究による標本とFresterによる標本との比較

因子（ａ/ｂ/ｃ）

２１項目

本研究

ＭＳＤ

Ｆｒｅｓｔｅｒ

ＭＳＤ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｊ

ｃ
ａ
ｃ
ｃ
ｂ
ｂ
ｃ
ｃ
ｂ
ａ
ｃ
ｂ
ｂ
ａ
ｂ
ａ
ｂ

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ
く
く
く
Ｉ

試合初期の間違いや失敗

予定の変更

過度の不安

睡眠不足

人気

コーチ等の過度の期待

前回の敗北

身体的不利

コーチ等とのトラブル

試合前の予期せぬ好調

試合前の練習不足や不調

未知の対戦相手

試合中のコーチ等による叱責

相手の明らかな優勢

不公正なレフリー

試合会場，施設の不備

コーチ等が要求するプレイをする

ことに対してのプレッシャー

視覚，聴覚の混乱

一度敗北したことのある相手との

対戦

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
ｎ
週
ｕ
巧
砠
Ⅳ

７
９
８
３
０
４
４
４
９
７
３
５
２
８
２
８
５

３
２
９
７
９
４
５
７
８
５
８
１
１
９
７
２
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
５
５
５
３
４
４
５
５
２
５
５
５
４
５
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０
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７
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５

７
０
０
５
４
７
３
３
５
２
６
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０
９
２
６
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●

４
５
６
５
４
４
４
６
５
４
５
４
５
３
５
５
４

４
９
９
２
３
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０
０
２
３
１
５
３
１
５
１
０

２
３
９
７
６
１
０
０
７
９
４
６
３
３
７
４
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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２
０
１
１
２
１
２
２
１
１
２
１
１
２
１
１
１

(a）１８．

(c）１９．

5．１６

４．２７

0．８２

２．０１

6．００

４．１７

1．３５

２．１１
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（a）２０．試合会場への長い旅程

（b）２１．観衆の声援

実質的な差が，項目１（試合初期の間違いや

失敗）（Ｐ＜0.01)，項目５（人気）（Ｐ＜0.01)，

項目１２（未知の対戦相手）（Ｐ＜0.01兆項目

1７（コーチ等が要求するプレイをすることに対

してのプレッシャー）（Ｐ＜0.01兆項目１８(視

覚，聴覚の混乱)（Ｐ＜0.01）において認められ

た。

表５は，本研究とFresterの研究における試

合中のパフォーマンスを最大に抑制，又は賦

活する効果を持つ因子について比較したもので

ある。Fresterは，項目８（身体的不利)，項目

５．３６１．１４５．３１１．６２

３．８４１．７０４．３１４．６６

３（過度の不安)，項目１８（視覚，聴覚の混舌L）

をパフォーマンスを最大に抑制する効果を持つ

因子とし，項目１４(相手の明らかな優勢)，項目

19(一度敗北したことのある相手との対戦)，項

目１０（試合前の予期せぬ好調）をパフォーマン

スを最大に賦活，動機づけする効果を持つ因子

としている。本研究のパフォーマスを賦活，動

機づける効果を持つ因子である項目１０(試合前

の予期せぬ好調）が一致しているだけで，ほと

んど類似が認められない。

表５抑制と賦活に影響する因子

Frester本研究

抑制の効果を持つ因子

項目８（身体的不利）

項目３（過度の不安）

項目１８（視覚，聴覚の混乱）

項目３（過度の不安）

項目１１(試合前の練習不足や不調）

項目４（睡眠不足）

項目９（コーチ等とのトラブル）

賦活，動機づけの効果を持つ因子

(試合前の予期せぬ好調）項目１４（相手の明らかな優勢）

(人気）項目１９（一度敗北したことのある相手との対戦）

(観衆の声援）項目１０（試合前の予期せぬ好調）

項目１０

項目５

項目２１

ＢＳＴを高校のラグビー選手のように，若い

選手に実施する場合,次のような問題点がある。

つまり。

l若い選手の多くは，一般に，自己の情緒の

状況の評価を正確に行うことができない。

従って，Ｂ・ＳＴの応答尺度の間隔が選手に

よって一定しないことが多い。

２選手の社会的願望が回答選択に影響を及ぼ

し，実際より自己をよくみせようとすること

が多い。

３若い選手は，通常，自己のプレイに対して

心理的推論ができないことが多い。又，試合

の経験数が少いことによって，ＢＳＴの各質

問項目が含み持つ状況について理解できない

ことが多い。

このような問題点から，本研究で用いた質問

紙の内容が高校の選手には理解しにくかった点

が多かったと考えられる。しかし，これまでの

結果からすると，ＢＳ.Ｔの応用を裏づけるもの

であったと言えよう。ＢＳＴによって,選手がス

トレス下のコンディションにどのように対処す

るかについて極めて有益な洞察が得られる。選

手は不利な試合前の状況に，効果的に対処でき

るよう訓練しておかなければならないい。

まとめ

本研究は，FresterによるＢＳＴ(Belastungs

-Symptom-Test)をもとにテストを作成し，

第６回北信越高等学校ラグビーフットボール競

技大会に参加したラグビー選手１６８名を対象
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に，選手の試合前のコンディションについて自

己分析によるテストを実施し，試合前のコン

ディションが試合中のパフォーマンスにどのよ

うに影響するかについて検討するものであった

が，本研究の範囲内で次のことが明らかになっ

た。

１高校ラグビー選手の試合中のパフォーマン

スを抑制する状況として，過度の不安，試合

前の練習不足や不調，睡眠不足，コーチ等と

のトラブルがあった。

２高校ラグビー選手の試合中のパフォーマン

スを賦活，動機づける状況として，試合前の

予期せぬ好調，人気，観衆の声援があった。

３視覚，聴覚の混乱,予定の変更，試合会場，

施設の不備，未知の対戦相手，試合会場への

長い旅程については，高校ラグビー選手の試

合前のパフォーマンスにはほとんど影響しな

かった。

WileyandSons,Inc.，l98L

Stallings,Ｌ：MotorLearningfromtheorytoprac‐

ｔice,MosbyCo.，1982．

Llewellyn,Ｊ､,B1ucker,Ｊ,：PsychologyofCoaching：

TheoryandApplication，BurgessPublishingCo.，

1982．

Cratty，Ｂ：PsychologyinContemporarySport，

Prentice-Hall，1983.

付録

◎ラグビー選手の試合前のコンディションに関

するテスト

これからの質問は全部で２１の項目からなり

ます。

それには，およそラグビー試合直前の種々の

状況が想定してあります。もし仮に，あなたが

このような状況におかれたとしたら，あなた自

身のその後のプレイは，どういう傾向を示すと

思いますか｡今までの体験や想像をもとにして，

よく考えて，次に示す回答１～９のうちから，

おおよそ該当すると思うものを選び（）の中

にその番号を記入して下さい。

参考文献

Frester,Ｒ､：DerBelastungssymptomtest-einVerfa

hrenzurAnalysederVerarbeitungpsychisch

belastenderBedingungenbeiSportlern，InR

Kunath,Beitragezursportpsychologiel，1972．

Ｓｍ０１１，Ｆ.，Smith，Ｒ：Psychologicalperspectivesin

youthsports,HemispherePublishingCo.，1978．

Roberts,G､,NewelLK.:PsychologyofMotorBehav-

iorandSport-1978,HumanKinetics,1979．

Whiting,Ｈ：PersonalityandPerformanceinPhySi‐

calEducationandSport，HenryKimptonpub

lishers,1973．

Tutko，Ｔ､,Richdrds,Ｊ：PsychologyOfCoaching，

AllynandBacon,Inc.,1971．

Singer，Ｒ､：MotorLearningandHumanPerfor‐

mance,MacMillanPublishingCo，1975．

Lawther,卯TheLearningandPerformanceofPhys・

icalSkills,Prentice-Hall，1977．

Straub，Ｗ､：SportPsychology，MovementPublica

tions,1978．

Suinn,Ｍ：PsychologyinSports,BurgessPublishing

Co.,198q

Fuoss,，.,Troppmann,Ｒ：EffectiveCoaching,Ｊｏｈｎ

回答

lこの状況は私にすばらしいプレイを引き

おこします。

２私は凡プレイよりは，よいプレイをする

傾向があります。

３私のプレイは，だんだんとよくなってい

きます。

４この状況が起きなければ,私のプレイは，

よい方向に向かいません。

５この状況は,私のその後のプレイに，まっ

たく影響しません。

６この特別な状況の影響により，試合中，

失敗することがあります。

７私のプレイは，なんとなく混乱してしま

います。

８私はいつも最悪のプレイをします。

９この状況は，私がめざしている目標を達

成するためには，どうしても克服せねばな
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すか。 （）

質問１０試合前の練習，ウォーミングアップ時

に，自分でも思ってみなかった程，体の

動きがよい場合，そのことは，試合中の

あなたのプレイにどのように影響します

か。 （）

質問１１試合前の練習，ウォーミングアップ時

に，うまく練習できなかったり，あるい

は，また，体の動きが鈍かったとしたら

そのことは，試合中のあなたのプレイに

どのように影響しますか。（）

質問１２初の対戦相手などで，相手の特徴，戦

力等，あまりよく知らない場合，そのこ

とは，試合中のあなたのプレイにどのよ

うに影響しますか。 （）

質問１３試合中のコーチ，その他の人々による

叱責は，あなたのその後のプレイにどの

ように影響しますか。 （）

質問１４これから始まる試合の対戦相手が，明

らかに自分のチームより優れていること

がわかっているとき，そのことは，試合

中のあなたのプレイにどのように影響し

ますか。 （）

質問１５もし今，あなたが試合をしている時の

レフリーが，不公平であったとしたら，

そのことはあなたのその後のプレイにど

のように影響しますか。（）

質問１６試合会場(グランド，更衣室，その他）

があまりよくない場合，そのことは，試

合中のあなたのプレイにどのように影響

しますか。 （）

質問１７もし，コーチ，監督，ＯＢ等が，自分

に対してある一定水準のプレイを要求し

ているとしたら，そのことは，試合中の

あなたのプレイにどのように影響します

か。 （）

質問１８試合前，あるいは試合中に，例えば車

の騒音，救急車のサイレン等で，聴覚，

視覚等刺激をうけた場合，そのことは，

あなたのその後のプレイにどのように影

らない程，重要な問題です。

質問１もしあなたが，試合の初期段階で何か

間違いや失敗をした場合，そのことは，

あなたのその後のプレイにどのように影

響しますか。

質問２もし，試合開始時間が急に変更になっ

たりして，試合までの予定行動に狂いが

生じたとしたら，それは試合中のあなた

のプレイにどのように影響しますか。

質問３もし，あなたが，これから始まる試合

に対して過度の不安を抱いているとした

ら，そのことは試合中のあなたのプレイ

にどのように影響しますか。（

質問４試合前,不眠症などで,睡眠不足であっ

た場合，そのことは，試合中のあなたの

プレイにどのように影響しますか。

（

質問５チーム，あるいはあなた自身に人気が

あり，勝つことを期待されているとした

ら，そのことは，あなたのプレイにどの

ように影響しますか。）

質問６コーチ，監督，ＯＢ等が，自分に対し

て過度の期待をしているとしたら，試合

中のあなたのプレイにどのように影響し

（ますか。）

質問７あなたのチームが，前回の試合で敗北

を喫しているとしたら，そのことは試合

中のあなたのプレイにどのように影響し

ますか。）

質問８もし，あなたが，体がちいさい，足が

遅い等，自分の体力的不利を認めている

とき，そのことは，あなたの試合中のプ

レイにどのように影響しますか。

質問９自分とコーチ，チームメイト家庭等

の間で，何か問題や誤解があってうまく

いっていないとき，そのことは，試合中

のあなたのプレイにどのように影響しま
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響しますか。（）

質問１９これから始まる試合の対戦相手に前

回，敗北を喫しているとしたら，そのこ

とは試合中のあなたのプレイにどのよう

に影響しますか。）

質問２０試合会場までの旅程で長時間かかつ

た場合，そのことは，試合中のあなたの

プレイにどのように影響しますか。

）

質問２１観衆の声援は，試合中のあなたのプレ

イにどのように影響しますか。

（ ）


